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 本日、ここに、鹿島市議会令和２年９月定例会を招集し、諸案件につきま

してご審議をお願いするものでございますが、議案の提案に先立ちまして、

鹿島市を取り巻く最近の情勢や今後の主要な施策について申し上げます。 

 

【はじめに】 

 熊本県を中心に九州や中部地方など日本各地で甚大な被害をもたらした「

令和２年７月豪雨」については、災害発生から２か月が経過しようとしてい

ます。本州付近に停滞した梅雨前線の影響で、線状降水帯などによる局地的

で猛烈な雨が降り続き、河川の氾濫、土砂災害が多数発生し、７０人を超え

る尊い命が犠牲になられました。 

 ここに、改めて犠牲となられた方々とそのご遺族に対して深い哀悼の意を

表するとともに、被災されました全ての方々に心よりお見舞いを申し上げま

す。 

 本市におきましても、７月６日からの２４時間雨量が奥山観測所で４７４

ミリメートルを計測するなど、断続的に大雨が降り、浜川の越水や土砂災害

などにより大きな被害が発生しました。 

 本市では、直ちに災害対策本部を設置し、自衛隊や国土交通省、佐賀県か

ら派遣していただいた災害対策現地情報連絡員や消防団幹部の皆様と情報共

有しながら対応を協議してまいりました。 

 そして、市民の皆様の安全を第一に考え、早めの避難や避難準備を呼びか

けたところでございます。開設した避難所には、多い時で、３１０世帯７５

６人が避難されました。また、避難所については、新型コロナウイルス感染

症を考慮し、各地区の小中学校を含めて２０か所を開設し、避難所での「密

」をなるべく避けるように運営したところでございます。 
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 幸い今回の豪雨による人的被害はございませんでしたが、現在把握してい

るところで、住家の全壊１件、半壊等５件、そこに床上・床下浸水や土砂流

入等を含めると住家の被害総数は９４件にのぼり、また、農地、農業用施設、

市道などの被災箇所は７２０か所を超えるなど、被害は広範囲に及んでいま

す。 

 私も、実際に倒壊現場や浸水家屋、土砂崩れなどの災害現場を見て回りそ

の被害の大きさを実感したところでございます。現在、できる限りスピード

感をもって復旧作業を進めております。一日も早い復旧を果たし、被災者の

皆様をはじめ、市民の皆様の生活再建に取り組んでまいります。 

 そのような中、８月５日までに市内外から約４３０人のボランティアの皆

様に来ていただき、地域住民の皆様と一緒になって、被災家屋の泥の除去や

災害ゴミの撤去などにご尽力いただきました。また、消防団の皆様には、大

雨の中での「土のう積み」やその後の山間部での土砂撤去など昼夜を問わず

対応していただきました。 

 これまで、被災された方々の支援や復旧にご尽力いただきました皆様に、

この場をおかりしまして心から感謝申し上げます。 

 本市は、死者・行方不明者を出した昭和３７年のいわゆる「７・８水害」

など、大きな水害に度々悩まされてきました。そして、その大きな水害を経

験しながら、これまで「災害に強いマチづくり」にまい進してまいりました。

河川改修工事や排水ポンプの増設、ダムの完成、防災拠点となる新世紀セン

ターの建設、防災情報伝達システムの整備など、その実現に向けて着実に進

んでおります。 

 しかしながら、災害対策に「終わり」はございません。数十年に一度の大

雨が当たり前のようになってきたここ数年の状況を見ますと、これまでの経
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験や前例にとらわれない災害対策の必要性を感じております。今後も、「い

かに被害を小さくするか」という「減災」の考えを念頭に置き、引き続き、

市民の皆様とともに「災害に強いマチづくり」に向けて取り組んでまいりま

す。 

 

【新型コロナウイルス感染症対応について】 

 続きまして、新型コロナウイルス感染症対応について申し上げます。 

 国内では、新型コロナウイルス感染症拡大防止のための緊急事態宣言が解

除された５月下旬以降、しばらくの間、感染は落ち着きつつありましたが、

７月に入って全国で再び感染者数が急増しております。県内におきましても、

７月２０日に２か月半ぶりに新規感染者が発生して以降、８月２０日までの

１か月間に１６０人の感染者が確認され、再び感染が拡大している状況でご

ざいます。 

 このような状況を踏まえ、私は、お盆を前に、県外からの帰省やお盆参り

などが感染につながらないよう、感染予防の徹底についてお願いのメッセー

ジを発したところでございます。 

 収束が見通せない中で、新型コロナウイルス感染症とは長期にわたり向き

合わなければならず、十分な感染予防対策と社会経済活動との両立を図って

いかなければならないと考えております。 

 そのために、国の第２次補正予算で拡充された新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金を活用し、本市独自の感染予防や経済対策事業など

を実施するため、補正予算案を編成し、本定例会に提案させていただいてお

ります。今回の新型コロナウイルス感染症関連の対策事業は、「感染予防」

や「事業者の事業継続」に加え、感染症の存在を前提とした「新しい生活様
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式」へ対応するための事業も実施することとしております。今後も、市民の

皆様の健康を守ることを第一に、県や関係機関と連携しながら、感染防止と

地域経済回復のために周知啓発や経済対策事業に取り組んでまいります。 

 

【新型コロナウイルス感染症関連の経済対策について】 

 次に、新型コロナウイルス感染症関連の経済対策で、先行して取り組んで

いる本市独自の事業「鹿島を元気に！家計もお店も『助かっ券』」について

現在の状況を申し上げます。 

 新型コロナウイルス感染症の影響で、冷え込んだ消費を喚起し、地域経済

の回復を図るとともに、市民生活への支援を目的として、市内の店舗等で利

用できるクーポン券、いわゆる「助かっ券」を、１人当たり４，０００円分、

市民の皆様全員に配布しているところでございます。 

 ８月１日の利用開始から１か月余りが経過し、８月３１日現在、加盟店と

して２７３事業所にご参加いただき、また、配布総数の約６割をすでに利用

いただいている状況でございます。したがいまして、この１か月間で額面約

７，０００万円の「助かっ券」が市内経済を循環し、券の利用に伴う消費額

を算定いたしますと、約１億４，０００万円の経済効果があったと見込んで

おります。 

 新型コロナウイルス感染症は、長期にわたって我々の生活や地域経済に影

響を与えています。市民の皆様には、この「助かっ券」をぜひ活用いただき、

地域経済を支えていただければと思っております。 

 

【第七次鹿島市総合計画策定について】 

 次に、「第七次鹿島市総合計画」の策定状況について申し上げます。 
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 令和３年度を開始年度とする、第七次鹿島市総合計画は、現行の第六次総

合計画の策定コンセプトを継承しつつ、「災害に強いマチづくり」を追加方

針として策定作業を進めてきたところでございます。 

 また、市民の皆様の意見を反映するため、昨年１２月に市民アンケート、

本年５月に市内中高生を対象としたアンケートを実施いたしました。そこで

提案いただきましたご意見やご要望、アイデアを集約し、庁内の各セクショ

ンにおいて協議、検討を進め、基本構想、基本計画の庁内案を取りまとめた

ところでございます。 

 その後、８月３日に「鹿島市総合計画審議会」に諮問をいたしており、こ

れまで丁寧かつ熱心な審議を進めていただいております。 

 総合計画は、今後５年間の鹿島市のマチづくりの指針となるものであり、

市民の皆様にもわかりやすく具体的な目標を掲げるよう努めているところで

ございます。 

 今後は、議会の皆様からのご意見やパブリックコメントでの市民の皆様の

ご意見を参考に最終的な総合計画（案）として整理し、審議会での協議を重

ね、答申を受けたのち、１２月定例会において提案し、審議をお願いする予

定といたしております。 

 

【新市民会館建設事業について】 

 最後に、新市民会館建設事業について申し上げます。 

 新市民会館建設事業につきましては、長い期間をかけて丁寧な検討が行わ

れてきましたが、新型コロナウイルス感染症対策として全国的な緊急事態宣

言が発出されたことなどの状況の中で、５月２９日に建設工事に係る条件付

き一般競争入札の公告をいたしました。その後、７月７日及び７月１４日に
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開札を行った結果、電気設備工事、機械設備工事、舞台特殊設備工事につい

ては落札されたものの、建築工事については応札価格が予定価格を超過して

いたために不落となりました。 

 その主な要因としては、昨今の建築工事をめぐる様々な事情が考えられ、

現在、急いで分析・精査を行っているところです。今後は、その結果を踏ま

えて対応することになりますが、あらためて具体的な提案を行うには、なお

１か月から２か月程度の時間は必要であろうと見込んでいるところです。 

 

【議案について】 

 それでは、提案いたしました案件につきまして、その概要を説明いたしま

す。議案は、決算認定、補正予算など、合計１１件でございます。 

 

【報告について】 

 はじめに、 報告第５号 令和元年度鹿島市土地開発公社決算について申

し上げます。 

 決算の概要といたしましては、令和元年度は公有地の取得及び売却の事業

は実施しておりません。 

 その結果、損益につきましては、事業外収益の３８，６５４円から、一般

管理費の１４，２３０円及び事業外費用の４３０円を差し引き、２３，９９

４円の経常利益となっております。 

 この経常利益は、令和２年度へ繰越し、準備金として整理いたしておりま

す。 

 

【専決処分事項の承認について】 
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 次に、 議案第２６号 専決処分事項（令和２年度鹿島市一般会計補正予

算（第５号））の承認について申し上げます。 

 ７月の梅雨前線豪雨により、本市で多数の被害等が発生したことに伴い、

一日も早い復旧を果たすため、緊急的に措置する必要がある経費について、

地方自治法第１７９条第１項の規定により、７月２７日付けで専決処分した

ものでございます。 

 この補正予算は、予算の総額に２億９，２２４万円を追加し、補正後の総

額を１９２億３，９１０万９千円としたものでございます。 

 歳入では、国・県支出金、基金繰入金、市債を計上しております。 

 歳出では、民生費、衛生費、農林水産業費及び災害復旧費で、それぞれ災

害復旧などに要する経費を計上いたしております。 

 

【令和元年度決算認定について】 

 次に、 議案第２７号 から 議案第３１号 につきましては、令和元年

度の一般会計及び特別会計に関する歳入歳出決算となります。 

 令和元年度におきましては、「第六次鹿島市総合計画」の４年度目となり、

さらなる計画実現のために必要な事業について取り組んでまいりました。 

 各会計別の決算状況は、一般会計をはじめ、各特別会計も黒字決算となり、

おおむね順調に各事業を推進いたしました。 

 それでは、はじめに、 議案第２７号 令和元年度鹿島市一般会計歳入歳

出決算認定について申し上げます。なお、決算につきましては円単位であり

ますが、便宜上、千円単位で申し上げます。 

 令和元年度の歳入につきましては、総額１５１億６，０８５万２千円とな

り、地方交付税や市債などの増により、対前度年比１.５％の増となりまし
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た。 

 一方、歳出につきましては、総額１４８億５，９７２万８千円となり、公

債費や補助費等の増により、対前年度比２．１％の増となりました。 

 その結果、翌年度に繰り越すべき財源を差し引き、２億６，３３３万３千

円の黒字決算となりました。 

 基金については、予算編成上、当初予算は、市の積立金である財政調整基

金から４億４，０００万円、公共施設建設基金から１億１，８４４万円の繰

り入れをいたしましたが、各種事務事業の見直しなどにより、年度末までに、

それぞれ、約１億８，６００万円と約８，７００万円の積み立てを行い、今

後の財政運営に備えることといたしております。 

 また、市債残高は、令和元年度末では約１１２億円でありますが、償還費

のうち、普通交付税で全額措置されます臨時財政対策債を除けば、約６３億

９，０００万円となります。 

 この償還費にも普通交付税により措置されるものがありますので、市の自

主財源で返済する金額は、実質的には約３６億円となっております。 

 本市の行財政運営の主要な部分を占める一般会計においては、行財政改革

や市税などの自主財源の確保に取り組みながら、健全な運営を行っていくこ

とが重要であると認識いたしております。 

 次に、 議案第２８号 から 議案第３１号 までは、それぞれの特別会

計の決算認定でございます。 

 これらにつきましては、各特別会計の設置目的に従いまして事業の推進を

図ってきたところでございます。 

 まず、 議案第２８号 令和元年度鹿島市公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算認定について申し上げます。 
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 本特別会計は、令和２年４月１日から地方公営企業法が適用され、公営企

業会計へ移行したことに伴い、令和２年３月３１日で閉鎖いたしております。 

 令和元年度の歳入の総額は、１８億６，５１３万７千円、歳出の総額は、

１８億２，１４０万２千円で、差し引き４，３７３万５千円となり、令和２

年度において公営企業会計となった下水道事業会計へ引き継がれております。 

 次に、 議案第２９号 令和元年度鹿島市国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について申し上げます。 

 令和元年度の歳入の総額は、３８億１８７万５千円、歳出の総額は、３７

億７，９８４万３千円で、差し引き２，２０３万２千円の黒字決算となって

おり、令和２年度において国民健康保険基金へ積み立てたところでございま

す。 

 次に、 議案第３０号 令和元年度鹿島市後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算認定について申し上げます。 

 令和元年度の歳入の総額は、４億１，８８７万７千円、歳出の総額は、４

億１，８４３万７千円で、差し引き４４万円となり、令和２年度会計へ繰り

越したところでございます。 

 続きまして、 議案第３１号 令和元年度鹿島市給与管理特別会計歳入歳

出決算認定について申し上げます。 

 この会計は、職員給与支給事務の簡素化を図ることを目的とした会計でご

ざいまして、水道事業を除く一般会計及び特別会計のそれぞれの給与費決算

額と重複した決算となっております。 

 最後に、 議案第３２号 令和元年度鹿島市水道事業会計決算認定につい

て申し上げます。 

 令和元年度の収益的収支につきましては、純利益が１億１，８１９万９千
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円生じたため、全額を減債積立金に積み立てることとしております。 

 また、資本的収支につきましては、１億９，８５６万２千円の不足が生じ

たため、当年度分損益勘定留保資金等により補塡したところでございます。 

 以上、令和元年度決算認定についての説明を終わりますが、今後とも、先

行き不透明な社会経済情勢の中、「行財政改革プラン」を着実に実行し、限

りある人材と予算の効率性を高め、「第六次鹿島市総合計画」に基づく主要

施策の実現とともに、将来にわたり「持続可能な行財政運営」の構築に努め

てまいる所存でございます。 

 

【令和２年度補正予算案について】 

 次に、 議案第３３号 令和２年度鹿島市一般会計補正予算（第６号）に

ついて申し上げます。 

 今回の補正は、７月梅雨前線豪雨に伴う災害対策経費や新型コロナウイル

ス感染症対策事業（第４弾）の増などについて計上いたしており、予算の総

額に２１億６，６６０万６千円を追加し、補正後の総額を２１４億５７１万

５千円といたすものでございます。 

 歳入につきましては、事業の決定、追加などに伴う国・県支出金、分担金

及び負担金、市債などを計上するとともに、令和元年度決算剰余金としての

繰越金などを計上いたしております。 

 歳出のうち主なものとしましては、総務費では、令和元年度決算剰余金の

確定に伴い、地方財政法第７条の規定により決算剰余金のうち２分の１相当

額を財政調整基金への積立金として計上いたしております。 

 民生費では、「災害援護資金貸付金」や前年度の事業確定に伴う国・県補

助金の精算金などを計上いたしております。 
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 衛生費では、インフルエンザ予防接種助成の拡充やＡＩサーマルカメラ及

び非接触式体温計などの購入費を計上いたしております。 

 農林水産業費では、「高収益作物の次期作支援交付金」や「農業生産資材

廃棄物処理事業交付金」などを計上いたしております。 

 商工費では、「飲食店等緊急支援事業交付金」や「ウィズコロナ観光振興

事業」などを計上いたしております。 

 土木費では、「急傾斜地崩壊防止事業」などを計上いたしております。 

 教育費では、「小・中学校施設整備事業」で小学校３年生から中学校３年

生までの生徒１人に１台のタブレット端末や校内ＬＡＮ環境の整備などを計

上いたしております。 

 災害復旧費では、７月梅雨前線豪雨により、農地・農業用施設、林業用施

設、土木施設、公共施設等に多数の被害が発生しておりますので、その災害

復旧事業費を計上いたしております。 

 このほか、大久保電機株式会社様、森田製薬株式会社様、大和塗装株式会

社様からの指定寄附や今回の災害に対して、ふるさと納税等を通じて個人様

からのご寄附をいただいておりますので、それぞれのご寄附の趣旨に従い、

有効に活用させていただくことといたしております。 

 続きまして、 議案第３４号 令和２年度鹿島市後期高齢者医療特別会計

補正予算（第１号）について申し上げます。 

 今回の補正は、令和元年度決算に伴う繰越金と後期高齢者医療広域連合納

付金を増額いたすものでございます。 

 最後に、 議案第３５号 令和２年度鹿島市下水道事業会計補正予算（第

１号）について申し上げます。 

 今回の補正は、公営企業会計への移行に伴い、令和元年度決算で確定した
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特例的収入及び支出の金額を改めるものであります。 

 

 以上、提案いたしました議案の概要につきまして説明いたしましたが、詳

細につきましては、ご審議の際、担当部長又は課長が説明いたしますので、

よろしくご審議いただきますようお願い申し上げます。 

 


